
【生活関連】
①高付加価値型商品開発 ②国内プロモーション③海外プロモーション
付加価値の高い商品開発から、流通企業との商談会等の開催、民間との連携に

よる国内店舗での国内販路開拓、展示会出展による販路開拓等、一貫した支援に
より、付加価値向上を目指す。
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【対応方針】
課題対応として以下の取り組み
を行う。（重点事項）

■新潟ブランドの強化・向上
〇国内販路開拓
＜生活関連＞
・国内店舗との連携を核とした高付
加価値商品の販路拡大
＜食品＞
・県産品の高付加価値化商品の販路
拡大
〇海外販路開拓
＜生活関連＞
・ECの活用
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【課題】
県内企業等は、経営規模が小さく、

中間財生産や下請け取引を主流とす
る経営面で他律的な企業等が多く、
十分な付加価値・利益が得にくい産
業構造となっている。
これまで高付加価値化に向けた取

組を進めてきたところであるが、全
体の付加価値を引き上げるに至って
いない。
また、新型コロナの長期化、原材

料、エネルギー価格の高騰など厳し
い環境下にある。

【目的等】
県内企業の商品開発から国内・海外の販路開拓を一貫して支援することで、付

加価値の高い商品や技術の販路拡大による生産性の向上をめざすもの。
令和２年度から開始した事業を軸として、販路開拓支援全体の効果を高めるた

めの取り組みを行う。

【都道府県の施策との連携・親和性】

新潟県の総合計画では、本県産業
の付加価値引上げと所得向上のため、
取組の１つとして県内企業の国内・
海外の販路開拓展開支援を掲げる。
県の施策に沿った取り組みを、連

携しながら実施するもの。

【成果目標】

〇生活関連
・高付加価値型商品開発支援
参加企業数:10社、開発:10ｱｲﾃﾑ以上
市場定着率 開発件数の10％

・国内見本市出展
参加企業数:10社 出展:10ｱｲﾃﾑ以上、
新規販路形成 成約見込件数10件×10％

・国内店舗におけるプロモーション
参加企業数:10社 取扱:10ｱｲﾃﾑ以上

・海外ECｻｲﾄ等を活用したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
参加企業数:５社 取扱:10ｱｲﾃﾑ以上

〇食品
・県産食品ブランド力向上支援
参加企業数:８社、開発:８ｱｲﾃﾑ以上、
市場定着率 開発件数の30％

【波及効果】

＜地域経済への波及効果＞
・協力企業等への発注増加
・後発の取組増加
・「新潟ブランド」の向上
・地域資源を活用した製品開発
・新型コロナウイルスにより打撃を
受けた県内経済の回復

【将来の支援目標】

・県内企業の付加価値向上
・中間財生産や下請けから最終製品
生産・販売への移行

別紙４

【本事業の内容】

１ 販路拡大事業の全体像（★申請事業 〇既存事業）

２ 申請事業の概要

【食品】〇県産品ブランド力向上支援
アドバイザーやｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ等のバイヤーをはじめとする流通関係者等からアド

バイスを受け、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟを行うことにより、首都圏を中心とする大消費地での
プロパー商品化を目指す。
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